
評価指標
平成29年度
目標値

実績値

事業名：幸手市郷土愛醸成・魅力発信事業
権現堂年間観光
客数（人）

対前年度比
 10,000人増

対前年度比
201,000人増

(平成29年度実績
2,012,000人)

(平成28年度実績
1,811,000人)

郷土資料室　来
室者数（人）

※毎年度の増加
分を目標値設定
※平成30年10月
23日以降　郷土
資料館

- -

【総事業費】

2,914,137円

幸手市まち・ひと・しごと創生市民会議
委員の意見

①郷土資料館は、まちなかから離れたところにあるので車を持っていない方は行くことが難しいのでアクセスについても考えた方がよいと思う。

②郷土資料館での体験を含め、小中学生がいろいろな体験をすることで、幸手に住むということが大人になった時に心の中に響いてくるのだと思う。

③アートさんぽ展は、市外からの方からの評判もよかった。芸術作品を展示した店と観に来た方とのつながりという意味でもよいイベントだと思う。

平成29年度地方創生推進交付金事業　幸手市郷土愛醸成・魅力発信事業検証結果　

重要業績評価指標（ＫＰＩ）※平成30年３月末時点交付金
充当額（円）
補助率1/2

事業評価 今後の方針

【事業概要】

　地方再生計画（計画期間　平成29年度～平成31年度）の認定を受けた事業（事業内容は３
か年の計画の内容）
・国内外の観光客及び住民に対し、幸手市の観光、歴史的な資源を活用し、幸手市の魅力を
体感してみたいと思わせる効果的なPR動画を作成し、発信する。
・日光街道の宿場町の名残のあるまちなかにおいて、地元芸術家を中心としたＮＰＯ法人の
協力のもとアートを展示し、交流人口の増加を図る。
・平成30年度に開設する郷土資料館で幸手の歴史に関連した地域資源を活かしたものづくり
の体験ができる講座を実施し、郷土に対する愛着を醸成する。
・現在民具資料館として使用している旧幸手町立吉田中学校校舎を歴史的に保存し、有効活
用する方法を官学連携により研究する。
　

1,457,068円

人口の社会動態
減少数（人）

※毎年度の減少
数の減数を目標
値設定

- -

 KPI達成に有効で
あった。
 ３つのKPIのうち
２つは平成30年度
以降に目標値の増
加分を設定してい
るであるため、
「－」とした。

　地域再生計画期
間中は、３か年で
計画的に事業を実
施する。
　平成29年度に実
施したアートさん
ぽ展については、
継続して実施す
る。
　
　

交付対象事業の名称及び事業内容

【実施内容】

　平成29年度はアートさんぽ展の実施以外は平成30年度から本格的に実施する郷土資料館の
開設に伴う事業の準備の内容となった。
①平成29年度アートさんぽ展の実施（事業費　1,426,680円）
　・ワークショップ「カキカキ・ヌリヌリ・マイフォルム」　平成29年11月12日（日）
　・ワークショップ「土の炎の造形」　平成29年11月19日（日）
　・ワークショップ「中南米の縦笛ケーナ」　平成30年  2月  4日（日）
　・メインイベント「ART×LIVE×SATTE　ここ、そこから、More Creation!!」
　　　平成30年3月25日（日）～3月31日（日）
 　　 メインイベント来場者数　12,050人
②平成30年度に開設予定の郷土資料館で実施する講座の備品の整備（事業費　1,487,457円）
   購入した備品　機織り機５台ほか関連する小備品
③PR動画　平成29年度から２か年かけて撮影することとし、業務委託契約を締結した。
  （事業費　支出なし）
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